
 

 

2024 年 3 月 13 日 
株式会社ポーラ・オルビスホールディングス 

 
東京大学メタバース工学部×ポーラ・オルビスホールディングス 
ジュニア講座『科学と美しさの未来を探求しよう』を開催 

 
株式会社ポーラ・オルビスホールディングス（本社：東京都中央区、社長：横手喜一）は、3 月 3 日（日）と 3 月 10 日

（日）の 2 日間にわたり『科学と美しさの未来を探求しよう』をテーマに、東京大学メタバース工学部とジュニア向け講座

を開催しました。 
 
当社グループでは、多様化する「美」の価値観に応えるため、グループの長期ビジョンにおいて既存の化粧品領域

にとどまらず、社会課題領域への提供価値拡張に取り組んでいます。その一環として、若年層の女子学生にも興味を

もっていただきやすい「化粧品」「美容」そして「美しさ」を切り口に、工学分野での女性活躍とダイバーシティ推進に寄

与したいと考え、東京大学メタバース工学部主催の元、本講座を開催するに至りました。 
 
東京大学では 2022 年より、工学や情報の魅力を伝えるため産業界と連携し、主に中高生を対象とした工学教育プ

ログラムを開講しています。今回の講座では、東京大学工学部と当社の研究従事者および人事担当が講師となり、

「美」にまつわる様々な視点からの講演・デモンストレーションを行いました。 
 
 第 1 回のオンライン開催では、東京大学の講師によるファンデーション制作の実演・解説といった工学的なアプロー

チの講演を開催しました。また、当社グループのポーラ文化研究所からは書籍『平成美容開花』をもとに美容の意識や

行動の変遷について、当社人事担当からは学びの先の個性を活かしたキャリアについて講演を行いました。また第 2
回目は、当社グループの研究統括と情報収集機能を担うマルチプルインテリジェンスリサーチセンター（以下「MIRC」）
の研究員が登壇し、世界中の情報を現地に赴きボーダレスに収集する中で見えてきたことを紹介しながら、「あなたに

とっての美」を見つけるワークショップを東京大学のキャンパス内にて実施しました。 
参加者数は 2 日間合計で 295 名※1にのぼり、その内女性の参加は 8 割を超え、中高生を中心に社会人や教育

関係者まで様々な方にご参加いただきました。なお、第 2 回目は中高生のみを対象に、第 1 回目の受講を必須条

件として抽選で選ばれた 31 名が参加しました。参加者それぞれが自身の考える「美」を紹介するグループワ

ークでは、個性溢れる「美」の事例が出され、盛況のうちに終了しました。 
※1 2 日間とも申込みの場合は、1 名として換算 

  
 開催概要  

東京大学メタバース工学部 ジュニア講座 『科学と美しさの未来を探求しよう』 
■第 1 回 【化粧品を科学する】  
日時 2024 年 3 月 3 日（日）14 時~16 時 15 分 
形式 オンライン開催 
参加人数 295 名 

 
■第 2 回 【美容の未来を展望する】  
日時 2024 年 3 月 10 日（日）14 時~16 時 10 分 
場所 東京大学 本郷キャンパス   
参加人数 31 名 （2 回目は中高生のみ対象、抽選） 

 
主催 東京大学メタバース工学部 
協賛 株式会社ポーラ・オルビスホールディングス 
参加費 各回ともに無料 
 

 
【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 （株）ポーラ･オルビスホールディングス  コーポレートコミュニケーション室 

広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 
※在宅勤務を推奨しておりますので、お電話がつながらない場合はメールにてお問い合わせください。 

mailto:webmaster@po-holdings.co.jp


 

 

 プログラム詳細。 

■第 1 回 3 月 3 日（日）【化粧品を科学する】 オンライン講義 
「粉を混ぜる？パウダーファンデーションとは？」 講師：脇原 徹（東京大学 大学院 工学系研究科 附属総合研究機構 教授） 

「分子のさわり心地の科学」  
講師：酒井 崇匡（東京大学 大学院 工学系研究科 化学生命工学専攻 教授） 
 片島 拓弥（東京大学 大学院 工学系研究科 バイオエンジニアリング専攻 講師） 

東京大学工学部の実験室から、実際にパウダーファンデーションの制作工程を実演したり、スライムを使うことで物

質の構成によってさわり心地にどの様な違いが出るのかを説明するなど、身近な題材を科学的なアプローチから解説

しました。 
 

「平成～令和の美容の軌跡 『平成美容開花』を中心に」 
講師：川上 博子（株式会社ポーラ・オルビスホールディングス ポーラ文化研究所 研究員） 

さまざまな美容の花が開いた平成 30 年間、そして「令和」の時代。「美容」を行う人々がこだわったこと、熱中したこと

は何だったのか、またその背景にある思いは…。ポーラ文化研究所が刊行した『平成美容開花』と最新の調査データ

を交えて、平成から令和にかけての美容の変遷を紹介しました。 
 

「学びの先に拡がるキャリアと未来」 
講師：藤原 智穂（株式会社ポーラ・オルビスホールディングス HR 室 HR ディベロップメントチームリーダー） 

自分の可能性を信じ自分らしく働くこと。そしてそこから生まれる楽しみや喜び。個性を大切にする当社グループの

想いや取り組みをご紹介し、学びの先につながっているキャリアについて講演を行いました。 
 
 
■第 2 回 3 月 10 日（日）「美容の未来を展望する」 東京大学本郷キャンパスにて開催  
「世界中の美に触れる『ぶらぶら体験』ワークショップ」 
講師：近藤 千尋（株式会社ポーラ・オルビスホールディングス マルチプルインテリジェンスリサーチセンター キュレーションチームリーダー） 

当社グループの研究統括と最先端情報の収集を行う MIRC の研究員が、「美を紡ぐ」活動で実施している「美のトレ

ンド事例・思想の蒐集（しゅうしゅう）※2」を追体験するワークショップを実施しました。世に溢れる情報の中から、自身の

視点で何を感じるのか、一つひとつの事例から「美」の未来について一緒に考えました。 
なお、MIRC では「Well-being Initiative」が掲げる、次世代に向けた「FR（Future Generations Relations）」活動を推進

しており、若年層世代との対話の一環としても本取り組みに参加しています。 
※2 寄せ集めること。コレクションすること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➣『科学と美しさの未来を探求しよう』特設サイト：https://www.meta-school.t.u-tokyo.ac.jp/junior/23apl/ 

https://www.meta-school.t.u-tokyo.ac.jp/junior/23apl/


 

 

 東京大学メタバース工学部とは  

東京大学「メタバース工学部」は、工学分野におけるダイバーシティ＆インクルージョンを基本コンセプトとする新し

い学びの場ならびに工学キャリアに関する情報を提供することを目指し、2022 年 7 月に設立されました。年齢、ジェン

ダー、立場、住んでいる場所などに関わらず、すべての人が工学や情報を学べる教育システムの構築を目的としてい

ます。特に、工学や情報の魅力を女子中高生に伝え、DX 人材育成のダイバーシティ推進の加速を目指しています。  
またジュニア講座では、工学や情報の魅力を早期に伝えるため、中高生を主たる対象として、産業界と大学が連携

した工学教育プログラムを提供しております。具体的には、大学での工学の学びや卒業後のキャリアを伝える授業、商

品開発のような体験型演習、研究室見学などをオンラインと対面を組み合わせた幅広い講座を開講しています。 

➣メタバース工学部：https://www.meta-school.t.u-tokyo.ac.jp 
 
 
 ポーラ文化研究所について  

ポーラ文化研究所は、化粧を学術的に探求することを目的として、1976 年 5 月 15 日に設立されました。以来、化粧

を「人々の営みの中で培われてきた大切な文化である」ととらえ、化粧文化に関わる保存収集・調査研究・公開普及に

継続的に取り組んでいます。「トルクメンの装身具」「コックス・コレクション」など世界的に稀少性の高い資料も所蔵して

います。 

➣ポーラ文化研究所：https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/ 
 
 
a マルチプルインテリジェンスリサーチセンター（Multiple Intelligence Research Center； MIRC）とは  

ポーラ・オルビスグループの研究統括と情報収集を行う機関。化粧品の既存の枠を超えた新価値創出を狙い、グル

ープ視点での研究戦略を策定し、研究成果のグループ最適配分の役割を担います。また、マーケットリサーチとイノベ

ーション案件の探索に特化した専任スタッフを配置し、全世界から次世代のニーズを収集、最先端技術との連携や投

資案件の探索を行います。 
 
 
 「美を紡ぐ」活動について  

「美を紡ぐ」は 2018 年から実施している当社グループ横断プログラムで、一人ひとりの美意識や

感受性を磨く活動として、京都の西陣織の老舗、株式会社細尾の細尾真孝氏による監修のもと、

日本の伝統工芸から世界各国のトレンド事例・思想に至るまで美に関するさまざまな情報を蒐集

し、理解を深めてきました。また、集めた“美”に関する世界中の事例をもとに各自の視点を持ち寄

りディスカッションすることで、当社グループが創出すべき「美」の指針を体系化しています。 
 

参考リリース： 

「ポーラ・オルビスグループ横断プログラム『美を紡ぐ』をスタート “伝統工芸”や“食”などをテーマとし、文化と人を通じて『美』を考える」（2018年3月26日） 
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news7373798256745820868/main/0/link/20180326_newprogram.pdf 

「ポーラ・オルビスグループ横断プログラム『美を紡ぐ』活動の場を世界に拡大 これからの『美』をグローバル視点で考える」（2019年3月28日） 
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news-1837035464908297217/main/0/link/20190328_MIRCprogram.pdf  

「ポーラ・オルビスグループ横断プログラム『美を紡ぐ』展示を銀座で開催 未来に残していきたい美について問いかける」（2023年11月22日） 
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news-4262460976933198874/main/0/link/20231122_POHD_Program.pdf 
 
 
 Well-being Initiative とは  

日本経済新聞社が公益財団法人Well-being for Planet Earthおよび有志の企業や有識者・団体等と連携し2021年3
月に立ち上げた企業コンソーシアム。 本イニシアチブでは、Well-being（実感としての豊かさ）を測定する新指標開発

やウェルビーイング経営の推進、政府・国際機関への提言、Well-beingをSDGsに続く世界的な政策目標に掲げること

を目指しています。 

➣公式サイト：https://well-being.nikkei.com/ 

https://www.meta-school.t.u-tokyo.ac.jp/
https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news7373798256745820868/main/0/link/20180326_newprogram.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news-1837035464908297217/main/0/link/20190328_MIRCprogram.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news-4262460976933198874/main/0/link/20231122_POHD_Program.pdf
https://well-being.nikkei.com/


 

 
 FR（Future Generations Relations）活動について  

現在、将来世代と企業が積極的に対話することが、事業を通じた顧客や社員、社会全体のWell-beingの向上や、持

続可能な事業成長と社会との共存の両立を求める投資家の評価においても重要になっています。このような状況を受

け、「Well-being Initiative」では、重要なステークホルダーである株主・社員・顧客・取引先・地域住民などに、未来を担

う「将来世代」を加え、継続的に対話をしていく「FR」活動を展開する運びとなりました。未来を生きる当事者たちと同じ

目線で対話を重ねながら、意見を聞き、学び、経営に活かしていく。私たちはそんな活動を、株主や投資家と対話を重

ねるIR（Investor Relations）活動とは異なる「“FR（Future Generations Relations) ”活動」と定義し、プロジェクトを進めて

います。IR活動が今や一般的になったように、将来世代との対話であるFR活動が、これからの当たり前なっていくこと

で、日本のWell-beingは高まっていくと考えています。当社は、美を扱う会社として、「これからの“美”」をテーマにFR活
動を行います。我々が考える美について一方的に伝えるのではなく、現在の若い世代の価値観を対話を通して知り、

未来についてともに考える活動としていきます。 

参考リリース： 

将来世代の声を聞き、社会のウェルビーイングを推進する「FR（Future Generations Relations）」活動を開始（2023年12月14日）  
https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news8190163741332505931/main/0/link/20231214_FR.pdf 
 
 

https://ir.po-holdings.co.jp/news/news/news8190163741332505931/main/0/link/20231214_FR.pdf

